
四
月
十
六
日
（
日
）
「
エ
ル
お
お
さ

か
」
会
議
室
に
お
い
て
、
第
二
回
理
事

会
が
十
九
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
回
の
開
催
か
ら
、
三
か
月
が
過

ぎ
、
春
節
の
つ
ど
い
、
森
友
学
園
の
憲

法
違
反
の
教
育
実
態
・
民
族
差
別
を
許

さ
な
い
活
動
、
中
国
百
科
検
定
受
験
促

進
の
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
理
事
会
は
、
役
員
を
先
頭
に
、
会

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
仲
間
ふ
や
し
・

不
再
戦
活
動
な
ど
大
会
決
定
、
第
一
回

理
事
会
で
確
認
し
た
こ
と
を
大
き
く
前

進
さ
せ
る
議
論
と
意
思
統
一
を
す
る
会

議
と
な
り
ま
し
た
。「

全
国
の
仲
間
と

心
合
わ
せ
、
不
再

戦
活
動
を
は
じ
め

日
中
友
好
運
動
を

前
進
さ
せ
よ
う
」

と
渡
辺
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
松
尾

理
事
長
が
前
回
理

事
会
以
降
の
報
告

と
、
全
国
大
会
、

府
連
大
会
ま
で
の

活
動
の
す
す
め
か

た
を
提
案
し
ま
し
た
。

討
議
で
は
、
「
『
森
友
学
園
』
問
題

で
は
、
府
的
に
動
き
が
な
い
中
で
日
本

コ
リ
ア
と
共
同
し
て
相
談
会
を
持
っ
て

見
学
会
説
明
会
を
企
画
す
る
な
ど
動
き

が
速
か
っ
た
。
全
国
大
会
議
案
の
『
森

友
学
園
』
の
記
述
は
も
っ
と
解
明
す
べ

き
」
「
支
部
再
建
（
堺
）
に
向
け
毎
月

集
ま
っ
て
い
る
。
十
月
に
確
立
し
た
い
」

「
中
国
の
経
済
問
題
な
ど
、
外
向
け
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
工
夫
が
い
る
」

「
行
事
に
参
加
し
た
知
人
が
入
会
」

「
中
国
百
科
検
定
二
級
受
験
で
満
点
。

し
か
し
、
知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

を
痛
感
。
も
っ
と
研
鑽
が
必
要
」
「
娘

の
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
海
外
遠
征
に

中
国
を
勧
め
た
が
、
一
蹴
さ
れ
る
。
中

国
へ
の
理
解
は
厳
し
い
」
「
紫
金
草
合

唱
団
の
四
月
南
京
公
演
に
サ
ポ
ー
タ
ー

で
来
て
く
れ
た
友
人
が
、
交
流
を
見
て

い
た
く
感
動
し
中
国
へ
の
認
識
が
変
わ
っ

た
と
話
す
。
『
理
解
が
絆
を
強
く
す
る
』

を
実
感
」
等
の
報
告
や
意
見
が
あ
り
、

提
案
さ
れ
た
課
題
達
成
を
確
認
し
理
事

会
を
終
え
ま
し
た
。
終
了
後
懇
談
し
ま

し
た
。

（
松
尾

豊
）
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西安：世界遺産・始皇帝と兵馬俑、楊貴妃、

漢の皇帝・武帝の墓など

延安：エドガースノーがインタビューをした

毛沢東故居、革命記念館など

企画：日中友好協会大阪府連合会

西安・延安を巡る学習の旅

１
０
６
期
中
国
語
教
室
が
開
講

し
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
受
講
生
の

紹
介
で
延
べ
五
人
の
新
し
い
仲
間

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
０
５
期
開
講
で
き
な
か
っ
た

初
級
教
室
が
開
催
で
き
る
見
込
み

に
な
り
ま
し
た
。
（
木
曜
夜
・
土
曜
午

前
）
新
聞
に
載
っ
た
広
告
を
見
て
こ

ら
れ
た
方
、
１
０
５
期
を
休
ん
だ

が
再
び
中
国
語
の
勉
強
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
れ
た
方
、
中
国
語
検
定
会

場
で
撒
か
れ
た
ビ
ラ
を
見
て
受
講

を
決
め
た
方
。
い
ろ
い
ろ
な
動
機

が
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
中
国

語
を
勉
強
し
よ
う
と
い
う
熱
意
に

燃
え
て
い
ま
す
。

五
月
一
日
メ
ー
デ
ー
会
場
で
中

国
語
教
室
の
案
内
ビ
ラ
を
配
り
ま

し
た
、
反
応
が
楽
し
み
で
す
。
中

国
語
を
学
習
す
る
こ
と
は
中
国
文

化
を
理
解
す
る
、
普
及
す
る
う
え

で
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大

阪
府
連
の
豊
か
な
活
動
を
支
え
る

大
き
な
経
済
的
基
盤
を
作
る
こ
と

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
中
途
入
学

も
大
歓
迎
で
す
。
知
り
合
い
の
方

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

（
石
井

勉
）

第
二
回
理
事
会

支
部
再
建
や
仲
間
ふ
や
し

中
国
百
科
検
定
な
ど
を
論
議

6/10（土）13：00から（受付12：45）

大阪国労会館 第２小会議室（ＪＲ天満駅 下車）

参加費2,500円、男性会員歓迎、申し込みは6/6までに

女性部再出発記念 昼食交流会
記念講演「私と中国、私と日中友好運動」

講師 渡辺武 大阪府連会長

四
月
か
ら
中
国
語
教
室
開
講
中

九
月
ま
で

途
中
入
学
も
歓
迎

四
月
六
日
大
阪
府
連
女
性
部
の
第

二
回
相
談
会
を
八
名
で
行
い
、
名
称

を
「
女
性
部
」
と
し
世
話
人
と
事
務

局
メ
ン
バ
ー
を
選
び
ま
し
た
。
現
在
、

女
性
会
員
は
九
二
名
、
準
会
員
は
四

〇
名
、
特
別
会
員
は
九
名
で
す
。

六
月
十
日
午
後
一
時
か
ら
国
労
会

館
で
昼
食
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
記

念
講
演
は
「
私
と
中
国
、
私
と
日
中

友
好
運
動
」
講
師
に
渡
辺
武
会
長
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

五
月
の
相
談
会
で
は
、
六
月
の
交

流
会
を
三
〇
名
で
成
功
さ
せ
よ
う
と

参
加
呼
び
か
け
を
強
め
よ
う
と
話
し

合
い
ま
し
た
。

（
坂
手
日
登
美
）

女
性
部
六
月
に
昼
食
会

太極拳攻防講座 パート６
5/13～14 ７０数名が受講

「ふあー」「やさしーく」

「ゆーっくり」壁トレを学ぶ



大
阪
西
支
部
は
四
月
二
日
「
桜
の
花

見
」
を
、
う
つ
ぼ
公
園
で
三

年
ぶ
り
に
行
な
い
ま
し
た
。

よ
い
天
候
と
場
所
に
恵
ま
れ
、

恒
例
の
太
極
拳
も
多
く
の
人

の
注
目
の
中
、
仲
良
く
な
っ

た
ス
ペ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
も
飛

び
入
り
参
加
さ
れ
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

五
月
は
六
回
目
の
太
極
拳

攻
防
体
験
講
座
を
行
な
い
ま

し
た
。
各
種
基
本
攻
や
太
極
拳
の
攻
防

原
理
を
、
カ
ベ
ト
レ
な
ど
の
体
験
を
通

し
て
学
び
ま
し
た
。
東
京
か
ら
九
州
ま

で
全
国
か
ら
７
０
数
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

太
極
拳
講
習
会
も
１
９
７
８
年
頃
か

ら
の
積
み
重
ね
で
、
来
年
一
月
に
は
１

０
０
期
を
迎
え
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
西
支
部
ニ
ュ
ー
ス

（
昨
年
全
国
大
会
最
優
秀
賞
）
は
２
０

０
０
年
９
月
創
刊
、
秋
に
２
０
０
号
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
２
０
０
１
年
十
月
に

開
設
し
、
秋
に
は
三
〇

万
ア
ク
セ
ス
を
迎
え
ま

す
。
西
支
部
と
し
て
こ

れ
ら
の
大
き
な
節
目
を

迎
え
て
、
組
織
拡
大
と

記
念
行
事
を
大
き
く
成

功
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
、

先
月
の
役
員
会
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

（
平
松
悦
雄
）

堺
支
部

秋
に
記
念
総
会

堺
支
部
第
二
四
回
（
五
月
）
例
会
は

五
名
が
出
席
し
、
こ
の
間
の
活
動
交
流

と
今
後
の
取
り
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

秋
の
堺
市
長
選
挙
後
の
十
月
十
四
日

を
め
ど
に
「
記
念
総
会
」
を
開
催
し
、

「
支
部
組
織
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
、
会
則
・
財
政
・
ニ
ュ
ー

ス
発
行
の
準
備
と
堺
在
住
会
員
へ
の
よ

び
か
け
な
ど
を
議
論
し
、
六
月
例
会
で

そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
具
体
化
し
ま
す
。

事
務
局
体
制
も
四
人
の
会
員
が
引
き

受
け
る
と
申
し
出
て
く
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
少
人
数
で
も
例
会
を
重
ね
る
努
力

は
、
会
員
・
準
会
員
八
人
の
新
加
入
に

励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
必
ず
や
実
を
結
ぶ

と
元
気
一
杯
で
す
。
大
阪
全
会
員
の
皆

さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
。

(

堺
・
浅
田)

行
事
予
定

＊
六
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
）

日
中
友
好
協
会
第
六
六
回
大
会

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

＊
六
月
二
五
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら

西
支
部
き
り
え
「
う
ち
わ
」
講
習
会

＊
七
月
二
日
（
日
）

日
中
大
阪
府
連
第
六
三
回
大
会

大
阪
市
内
で
開
催
し
ま
す
。

＊
七
月
七
日
（
金
）
盧
溝
橋
事
件
勃
発

１
９
３
７
年
か
ら
八
〇
周
年

不
再
戦
平
和
・
七
・
七
行
動
日
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四
月
よ
り
二
か
月
の
計
画
で
、
中

国
語
学
習
会
を
始
め
ま
し
た
。
遠
く

は
守
口
、
羽
曳
野
か
ら
申
し
込
み
が

あ
り
、
現
在
十
一
名
の
参
加
で
、
参

加
費
は
コ
ピ
ー
代
と
し
て
百
円
で
す
。

こ
の
教
室
を
始
め
た
の
は
帰
国
者

と
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
第

二
の
故
郷
、
中
国
へ
の
期
待
、
中
国

語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
聞

き
取
り
た
い
、
中
国
旅
行
に
役
立
て

た
い
、
何
よ
り
も
帰
国
者
の
み
な
さ

ん
と
、
日
本
で
の
生
活
な
ど
身
近
な

友
好
が
支
部
の
要

望
と
し
て
あ
り
ま

す
。も

う
一
つ
は
中

国
語
の
話
せ
る
会

員
が
、
自
宅
で
帰

国
者
に
日
本
語
を

教
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
会
員
が
帰
国

者
の
こ
と
を
支
部

で
も
知
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
交

流
会
を
開
こ
う
と
い
う
事
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
要
因
で
す
。

今
回
の
学
習
会
に
は
帰

国
者
二
世
と
在
日
中
国
人

の
方
も
参
加
さ
れ
、
受
講

生
は
本
場
の
普
通
語
や
方

言
も
聞
け
る
の
で
良
か
っ

た
と
。
次
は
中
国
語
で
あ

い
さ
つ
や
会
話
で
交
流
し
、

正
し
い
発
声
を
覚
え
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
毎
週

火
曜
日
午
後
二
時
か
ら
四

時
、
北
郷
宅
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
一
回
だ
け
の
参
加
も
歓
迎

で
す
。

（
栗
山
俊
子)

東
大
阪
支
部

中
国
語
学
習
会
始
ま
る

西
支
部

三
年
ぶ
り
の
花
見

ト
ラ
ン
プ
の
登
場
と
そ
の
「
自
国

主
義
」
や
産
軍
複
合
体
を
バ
ッ
ク
に

し
た
「
威
嚇
・
挑
発
行
動
」
と
い
っ

た
時
代
錯
誤
の
政
策
展
開
は
、
む
し

ろ
ア
メ
リ
カ
の
衰
退
を
象
徴
し
て
い

ま
す
。
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー

ナ
か
ら
パ
ッ
ク
ス
・
シ
ニ
カ
」
（
ア

メ
リ
カ
の
時
代
か
ら
中
国
の
時
代
へ
）

の
到
来
を
世
界
に
予
感
さ
せ
る
状
況

で
す
。
二
〇
一
七
年
全
人
代
は
ト
ラ

ン
プ
の
展
開
に
対
し
て
、
余
裕
た
っ

ぷ
り
「
全
方
位
対
外
開
放
」
と
「
自

由
貿
易
と
世
界
経
済
の
発
展
へ
の
貢

献
」
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

大
西
広
氏
（
日
中
友
好
協
会
全
国

副
理
事
長
）
は
昨
年
の
新
著
で
二
〇

三
〇
年
に
中
国
が
「
先
進
国
化
」
す

る
こ
と
を
検
証
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

中
国
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は

２
０
兆
ド
ル
で
、
ア
メ
リ
カ
と
ほ
ぼ

同
規
模
と
な
り
ま
す
。
間
違
い
な
く

先
進
国
で
す
。
ま
さ
に
「
パ
ッ
ク
ス
・

シ
ニ
カ
」
は
現
実
味
を
帯
び
て
い
る

の
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
全
人
代
の
方
針
に
も

と
づ
く
歩
み
を
し
っ
か
り
見
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。
日
本
主
導
の
「
ア

ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
」
総
会

が
五
月
に
開
催
さ
れ
、
加
盟
国
中
国

も
出
席
し
ま
し
た
。
議
論
の
中
心
は

む
し
ろ
中
国
主
導
の
「
ア
ジ
ア
イ
ン

フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
」
の

動
向
で
す
。
設
立
一
年
で
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ

加
盟
国
は
七
〇
カ
国
と
Ａ
Ｄ
Ｂ
六
七

カ
国
を
上
回
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
に

お
け
る
イ
ン
フ
ラ
需
要
は
２
６
兆
ド

ル
（
二
千
九
百
兆
円
）
に
達
し
て
お

り
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
で
は
到
底
ま
か
な
い
き

れ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
の

協
調
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
頑
な
に

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
加
盟
を
拒
む
日
本
側
で
も
、

つ
い
に
黒
田
日
銀
総
裁
が
「
Ａ
Ｉ
Ｉ

Ｂ
歓
迎
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
北
京

で
十
四
日
か
ら
開
催
の
「
一
帯
一
路
」

国
際
会
議
に
も
一
三
〇
カ
国
が
参
加
、

二
階
自
民
党
幹
事
長
も
出
席
し
て
い

ま
す
。

他
方
、
中
国
は
国
連
決
議
に
も
と

づ
く
北
朝
鮮
経
済
制
裁
と
し
て
、
二

〇
一
七
年
度
石
炭
輸
入
を
全
面
停
止

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
国
際
会
議
に
は
核

保
有
大
国
に
同
調
し
て
欠
席
し
、

「
核
な
き
世
界
へ
」
と
い
う
習
近
平

氏
発
言
と
は
程
遠
い
対
応
で
す
。

「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」

は
世
界
の
覇
権
、
世
界
の
憲
兵
、
ド

ル
の
傘
、
核
の
傘
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

と
重
な
り
ま
す
が
、
「
パ
ッ
ク
ス
・

シ
ニ
カ
」
が
世
界
の
平
和
・
核
な
き

世
界
・
協
調
と
融
和
へ
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
る
よ

う
願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

(

山
本
恒
人)

パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
か
ら
パ
ッ
ク
ス
・

シ
ニ
カ
へ
の
胎
動

全
人
代
を
ふ
り
か
え
る
（
続
）


